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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

回次

第21期

第２四半期

累計期間

第22期

第２四半期

累計期間

第21期

第２四半期

会計期間

第22期

第２四半期

会計期間

第21期

会計期間

自　平成20年

６月１日

至　平成20年

11月30日

自　平成21年６
月１日

至　平成21年11
月30日

自　平成20年
９月１日

至　平成20年
11月30日

自　平成21年９
月１日

至　平成21年11
月30日

自　平成20年
６月１日

至　平成21年
５月31日

売上高 （千円） 1,766,8511,632,808818,698814,6713,408,364

経常利益又は経常損失
（△）

（千円） △13,947 66,831△38,557 20,067△13,367

四半期純利益又は四半期
（当期）純損失（△）

（千円） △15,693 31,736△27,479 8,984 △25,866

持分法を適用した場合の
投資利益

（千円） － － － － －

資本金 （千円） － － 432,750432,750432,750

発行済株式総数 （株） － － 25,875 25,875 25,875

純資産額 （千円） － － 1,639,0411,619,4181,612,247

総資産額 （千円） － － 2,006,3542,148,3342,090,949

１株当たり純資産額 （円） － － 65,464.7765,980.2465,688.06

１株当たり四半期純利益
金額又は四半期（当期）
純損失金額（△）

（円） △618.341,293.05△1,084.80366.05△1,032.47

潜在株式調整後１株当た
り四半期（当期）純利益
金額

（円） － － － － －

１株当たり配当額 （円） － － － － 1,000.00

自己資本比率 （％） － － 81.7 75.4 77.1

営業活動によるキャッ
シュ・フロー

（千円） 34,332 229,645 － － 204,783

投資活動によるキャッ
シュ・フロー

（千円） △173,243△207,523 － － △279,829

財務活動によるキャッ
シュ・フロー

（千円） △57,976△58,768 － － 108,544

現金及び現金同等物の四
半期末（期末）残高

（千円） － － 673,844871,119905,197

従業員数 （名） － － 183 189 166

(注）１　当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため、また、第21期第2四

半期会計期間、第21期第2四半期累計期間及び第21期については、1株当たり四半期純損失であるため記載して

おりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期会計期間において、当社において営まれている事業の内容に重要な変更はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

該当事項はありません。

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

平成21年11月30日現在

従業員数(名) 189 （103）

(注) １　従業員数は、就業人員であります。

２　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第２四半期会計期間の平均雇用人員（１日７時間45分換算）であり

ます。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1)　生産実績

当社は、生産活動をしておりませんので記載しておりません。

(2)　仕入実績

当第２四半期会計期間における仕入実績を事業部門別及び仕入経路別に示すと、次のとおりでありま

す。

①　事業部門別仕入実績

事業部門 仕入高(千円) 前年同四半期比(％)

販売事業 237,656 △12.1

引取回収事業 － －

レンタル事業 － －

合計 237,656 △12.1

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 ２　仕入高には、他勘定受入高が含まれております。

　

②　仕入経路別仕入実績

仕入経路 仕入高(千円) 前年同四半期比(％)

中

 

古

 

品

リース・レンタル会社 141,984 ＋10.7

一般法人 21,012 △77.9

量販店 1,765 △2.7

個人 2,050 △16.8

その他 7,086 ＋125.6

　　　　　　　　 小計 173,899 △24.7

新品 63,756 △61.7

合計 237,656 △12.1

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 ２　仕入高には、他勘定受入高が含まれております。

　

(3)　受注実績

当社は、受注活動をしておりませんので記載しておりません。

　

　

(4)　販売実績

当第２四半期会計期間における販売実績を事業部門別及び販売事業・販売経路別に示すと、次のとお

りであります。

①　事業部門別販売実績

事業部門 　販売高(千円) 前年同四半期比(％)

販売事業 578,437 ＋4.0

引取回収事業 106,773 △15.8

レンタル事業 129,459 △4.6

合計 814,671 △0.5
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(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

②　販売事業・販売経路別販売実績

販売経路 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

インターネット 24,052 ＋14.5

ショップ 219,891 △8.2

テクニカルセンター・支店 295,723 ＋16.0

その他 38,769 △4.5

合計 578,437 ＋4.0

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第２四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについては重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

　

(1)　経営成績の分析

当第２四半期会計期間におけるわが国経済は、昨年からの世界的な景気後退の影響を受け、企業収益の

悪化、設備投資の抑制及び雇用不安等、国内景気は依然として厳しい状況となりました。

当社を取り巻く事業環境につきましては、企業収益の悪化が中古情報機器の入替えを鈍化させ、中古情

報機器業界全体の仕入環境は引き続き厳しい状況下にありました。

このような環境下、全国主要都市に引取回収拠点９箇所を配したネットワーク、ISO27001（ISMS）並び

にプライバシーマークに準拠した情報漏洩防止のためのセキュリティ体制を前面に打ち出し、仕入部門

の営業力を強化しました。更にWindows７の発売に伴う中古情報機器の入替えを見込み、作業面積の拡大、

更なる作業効率の向上と情報セキュリティレベルの強化を目的として、東京テクニカルセンターを移設

しました。

また、マイクロソフト社が提供するMARプログラム（再生事業者向け正規ライセンスWindowsXP供給プ

ログラム）に参加し、ネット通販及び秋葉原２号店の新設により全国主要都市の直営店舗８箇所にて、誰

にでもご利用頂けるOSインストールモデルの販売を推進しました。同時に、国内販売を主とする中古情報

機器取扱業者の開拓、教育機関及び一般法人等への直接営業を強化し、利益の改善とコストの削減に努め

てまいりました。

この結果、当第２四半期会計期間の業績は、売上高814,671千円（前年同四半期比0.5％減）、営業利益

19,945千円（前年同四半期は営業損失41,181千円）、経常利益20,067千円（前年同四半期は経常損失

38,557千円）、四半期純利益8,984千円（前年同四半期は四半期純損失27,479千円）となりました。

①　売上高

前第２四半期会計期間に比べ販売事業は増収でしたが、引取回収事業及びレンタル事業はそれぞれ

が減収となりました。

事業部門別の業績を示すと、次のとおりであります。
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販売事業につきましては、中古情報機器等の入荷台数は微増ながら、MARプログラムによる「Reborn 

PC（リボーンPC）」商品の売上が増加した結果、商品売上高は前年同四半期比22,351千円（4.0％）増

加し、578,437千円となりました。

引取回収事業につきましては、引取回収依頼件数が前年同四半期比12.2％減少したことにより、引取

手数料収入は前年同四半期比20,098千円（15.8％）減少し、106,773千円となりました。

レンタル事業につきましては、システム会社向けレンタルが増加しましたが、引き続き建設業界の不

振の影響を受け、ゼネコン向けレンタルの減少により、レンタル料収入は前年同四半期比6,280千円

（4.6％）減少し、129,459千円となりました。

②　営業利益

販売事業の増収並びに仕入コストの抑制により、売上総利益率が前年同四半期比3.7ポイント改善の

49.7％となりました。

また、前事業年度における支店の統廃合並びに全社レベルの経費削減効果により、営業利益は19,945

千円（前年同四半期は営業損失41,181千円）となりました。

③　経常利益

営業外損益の主な内容は、営業外収益として従業員向け社宅による受取家賃1,168千円及び雑収入

909千円を計上し、営業外費用として支払利息777千円及び為替差損1,253千円を計上した結果、経常利

益は20,067千円（前年同四半期は経常損失38,557千円）となりました。

④　四半期純利益

税引前四半期純利益は20,098千円、税効果会計適用後の法人税等合計は11,113千円となりました。

　この結果、四半期純利益は8,984千円（前年同四半期は四半期純損失27,479千円）となりました。

　

(2)　財政状態の分析

①　資産

流動資産は、前事業年度末に比べて31,753千円（2.5％）減少し、1,255,063千円となりました。

これは、商品が60,984千円増加し、現金及び預金34,077千円、受取手形及び売掛金41,635千円、流動資

産その他が15,615千円それぞれ減少したこと等によります。

固定資産は、前事業年度末に比べて89,138千円（11.1％）増加し、893,271千円となりました。

これは、レンタル資産（純額）の他、東京テクニカルセンターの移設並びに秋葉原２号店の新設によ

り、有形固定資産合計40,809千円、差入保証金45,452千円が増加したことによります。

以上の結果、資産合計は前事業年度末に比べて57,385千円（2.7％）増加の2,148,334千円となりま

した。

②　負債

流動負債は、前事業年度末に比べて51,163千円（14.3％）増加し、409,981千円となりました。

これは、買掛金39,681千円及び未払法人税等16,383千円が増加したことによります。

固定負債は、前事業年度末に比べて949千円（0.8％）減少し、118,934千円となりました。

これは、東京テクニカルセンターの設備を割賦並びにリース契約を締結したことにより、長期未払金

15,460千円、固定負債その他16,921千円がそれぞれ増加し、長期借入金の返済により33,332千円が減少

したことによります。

以上の結果、負債合計は前事業年度末に比べて50,213千円（10.5％）増加の528,915千円となりまし

た。

③　純資産

純資産合計は、前事業年度末に比べて7,171千円（0.4％）増加し、1,619,418千円となりました。
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これは、四半期純利益を31,736千円計上した一方で、剰余金配当24,544千円を実施したことによりま

す。

④　自己資本比率

当第２四半期会計期間末における自己資本比率は75.4％となりました。

⑤　１株当たり純資産額

当第２四半期会計期間末における１株当たり純資産額は65,980円24銭（前事業年度比292円18銭の

増加）となりました。

　

(3)　キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、第１四半期会計

期間末に比べて19,632千円（2.2％）減少し、871,119千円となりました。

また、当第２四半期会計期間における各キャッシュ・フローの概要は次のとおりであります。

①　営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動の結果得られた資金は125,715千円となりました。

収入の主な内訳は、税引前四半期純利益20,098千円に加え、減価償却費68,860千円、売上債権の減少

額37,646千円、仕入債務の増加額12,832千円であり、支出の主な内訳は、たな卸資産の増加額17,269千

円であります。

②　投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動の結果使用した資金は125,662千円となりました。

これは、レンタル資産、東京テクニカルセンターの移設並びに秋葉原２号店の新設により、有形固定

資産の取得による支出79,558千円が主なものであります。

③　財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動の結果使用した資金は20,844千円となりました。

これは、長期借入金の返済による支出16,666千円、配当金の支払額2,873千円であります。

　

(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期会計期間において、当社が対処すべき課題に重要な変更はありません。

　

(5)　研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1)　主要な設備の状況

当第２四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2)　設備の新設、除却等の計画

当第２四半期会計期間において、前四半期会計期間末に計画した重要な設備の新設、除却等について、

重要な変更はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 103,500

計 103,500

　

②　【発行済株式】

　

種類

第２四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成21年11月30日)

提出日現在発行数(株)

(平成22年１月14日)

上場金融商品取引所名

又は登録認可金融商品

取引業協会名

内容

普通株式 25,875 25,875
東京証券取引所
（マザーズ）

単元株制度を採用
しておりません。

計 25,875 25,875 － －

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社パシフィックネット(E03465)

四半期報告書

 9/34



(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

(千円)

資本金残高

(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

　平成21年11月30日 － 25,875 － 432,750 － 525,783
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(5) 【大株主の状況】

平成21年11月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(株)

発行済株式

総数に対する

所有株式数

の割合(％)

上田満弘 東京都大田区 14,850 57.39

上田トモ子 東京都大田区 1,500 5.79

上田雄太 東京都大田区 1,500 5.79

上田修平 東京都大田区 1,500 5.79

株式会社パシフィックネット 東京都港区芝五丁目20番14号 1,331 5.14

岩間正俊 埼玉県所沢市 300 1.15

マネックス証券株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目11番地１号 140 0.54

辻口実 富山県滑川市 130 0.50

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町一丁目２番10号 127 0.49

白戸保享 東京都町田市 103 0.39

計 ― 21,481 83.01
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(6) 【議決権の状況】

　

①　【発行済株式】

平成21年11月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式） 　

－ －
普通株式 1,331

完全議決権株式（その他） 普通株式 24,544 24,544 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 　 25,875 － －

総株主の議決権 － 24,544 －

　

②　【自己株式等】

平成21年11月30日現在

所有者の氏名

又は名称
所有者の住所

自己名義

所有株式数

(株)

他人名義

所有株式数

(株)

所有株式数

の合計

(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式） 　 　 　 　 　

株式会社パシフィックネット
東京都港区芝

五丁目20番14号
1,331 － 1,331 5.14

計 ―― 1,331 － 1,331 5.14

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別 平成21年６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月

最高(円) 35,500 35,300 44,500 48,000 44,300 38,400

最低(円) 31,000 30,100 32,600 38,100 36,300 33,200

(注)　株価は、東京証券取引所（マザーズ）におけるものであります。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期会計期間（平成20年９月１日から平成20年11月30日まで）及び前第２四半期累計期

間（平成20年６月１日から平成20年11月30日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第２四

半期会計期間（平成21年９月１日から平成21年11月30日まで）及び当第２四半期累計期間（平成21年６月

１日から平成21年11月30日まで）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期会計期間（平成20年９月１日

から平成20年11月30日まで）及び前第２四半期累計期間（平成20年６月１日から平成20年11月30日まで）

に係る四半期財務諸表並びに当第２四半期会計期間（平成21年９月１日から平成21年11月30日まで）及び

当第２四半期累計期間（平成21年６月１日から平成21年11月30日まで）に係る四半期財務諸表について、

九段監査法人により四半期レビューを受けております。

　

３　四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

当第２四半期会計期間末
(平成21年11月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 871,119 905,197

受取手形及び売掛金 175,166 216,802

商品 156,009 95,024

その他 61,702 77,318

貸倒引当金 △8,933 △7,524

流動資産合計 1,255,063 1,286,817

固定資産

有形固定資産

レンタル資産 833,233 767,886

減価償却累計額 △426,492 △376,225

レンタル資産（純額） 406,741 391,660

その他 547,723 504,074

減価償却累計額 △337,827 △319,908

その他（純額） 209,895 184,166

有形固定資産合計 616,637 575,827

無形固定資産 17,367 21,710

投資その他の資産

差入保証金 239,057 193,605

その他 30,954 23,450

貸倒引当金 △10,745 △10,459

投資その他の資産合計 259,266 206,595

固定資産合計 893,271 804,132

資産合計 2,148,334 2,090,949

負債の部

流動負債

買掛金 183,270 143,588

1年内返済予定の長期借入金 66,664 66,664

未払法人税等 22,375 5,991

商品保証引当金 1,870 1,307

その他 135,802 141,266

流動負債合計 409,981 358,818

固定負債

長期借入金 83,338 116,670

長期未払金 18,674 3,213

その他 16,921 －

固定負債合計 118,934 119,883

負債合計 528,915 478,702
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(単位：千円)

当第２四半期会計期間末
(平成21年11月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年５月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 432,750 432,750

資本剰余金 525,783 525,783

利益剰余金 723,405 716,212

自己株式 △62,497 △62,497

株主資本合計 1,619,440 1,612,247

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △21 －

評価・換算差額等合計 △21 －

純資産合計 1,619,418 1,612,247

負債純資産合計 2,148,334 2,090,949
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(2)【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成20年６月１日
　至 平成20年11月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成21年６月１日
　至 平成21年11月30日)

売上高 1,766,851 1,632,808

売上原価 919,873 772,983

売上総利益 846,978 859,824

販売費及び一般管理費

給料及び手当 295,022 270,070

その他 571,346 522,511

販売費及び一般管理費合計 866,369 792,582

営業利益又は営業損失（△） △19,391 67,242

営業外収益

受取利息 797 148

受取配当金 12 4

受取家賃 2,261 2,358

雑収入 2,372 1,758

営業外収益合計 5,444 4,269

営業外費用

支払利息 － 1,507

為替差損 － 3,153

雑損失 － 18

営業外費用合計 － 4,680

経常利益又は経常損失（△） △13,947 66,831

特別利益

固定資産売却益 － 30

損害賠償金 918 －

特別利益合計 918 30

特別損失

固定資産除却損 170 －

投資有価証券評価損 468 －

減損損失 1,731 4,228

店舗閉鎖損失引当金繰入額 821 －

特別損失合計 3,190 4,228

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △16,220 62,634

法人税、住民税及び事業税 2,564 18,280

法人税等調整額 △3,091 12,616

法人税等合計 △526 30,897

四半期純利益又は四半期純損失（△） △15,693 31,736
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【第２四半期会計期間】
(単位：千円)

前第２四半期会計期間
(自 平成20年９月１日
　至 平成20年11月30日)

当第２四半期会計期間
(自 平成21年９月１日
　至 平成21年11月30日)

売上高 818,698 814,671

売上原価 442,383 410,018

売上総利益 376,315 404,652

販売費及び一般管理費

給料及び手当 138,352 120,373

その他 279,144 264,333

販売費及び一般管理費合計 417,496 384,706

営業利益又は営業損失（△） △41,181 19,945

営業外収益

受取利息 209 93

受取家賃 1,228 1,168

雑収入 1,185 909

営業外収益合計 2,623 2,171

営業外費用

支払利息 － 777

為替差損 － 1,253

雑損失 － 18

営業外費用合計 － 2,050

経常利益又は経常損失（△） △38,557 20,067

特別利益

固定資産売却益 － 30

特別利益合計 － 30

特別損失

固定資産除却損 170 －

投資有価証券評価損 108 －

減損損失 1,731 －

店舗閉鎖損失引当金繰入額 821 －

特別損失合計 2,830 －

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △41,388 20,098

法人税、住民税及び事業税 1,277 13,128

法人税等調整額 △15,185 △2,014

法人税等合計 △13,908 11,113

四半期純利益又は四半期純損失（△） △27,479 8,984
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成20年６月１日
　至 平成20年11月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成21年６月１日
　至 平成21年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

△16,220 62,634

減価償却費 132,811 138,200

減損損失 1,731 4,228

のれん償却額 517 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,008 1,694

商品保証引当金の増減額（△は減少） 243 562

店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） 821 －

受取利息及び受取配当金 △809 △152

支払利息 － 1,507

投資有価証券評価損益（△は益） 468 －

売上債権の増減額（△は増加） － 41,635

たな卸資産の増減額（△は増加） － △61,057

仕入債務の増減額（△は減少） － 39,681

その他 △48,477 4,569

小計 72,093 233,505

利息及び配当金の受取額 744 102

利息の支払額 － △1,349

法人税等の支払額 △38,506 △2,612

営業活動によるキャッシュ・フロー 34,332 229,645

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △183,832 △161,674

有形固定資産の売却による収入 12,031 376

無形固定資産の取得による支出 △328 －

投資有価証券の取得による支出 △799,372 △299,935

投資有価証券の売却による収入 799,372 299,935

その他 △1,115 △46,226

投資活動によるキャッシュ・フロー △173,243 △207,523

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 － △33,332

自己株式の取得による支出 △15,509 －

配当金の支払額 △42,466 △24,131

その他 － △1,304

財務活動によるキャッシュ・フロー △57,976 △58,768

現金及び現金同等物に係る換算差額 － 2,568

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △196,887 △34,077

現金及び現金同等物の期首残高 870,731 905,197

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 673,844

※
 871,119
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第２四半期累計期間

(自　平成21年６月１日　至　平成21年11月30日)

該当事項はありません。
　

　

【表示方法の変更】

当第２四半期累計期間

(自　平成21年６月１日　至　平成21年11月30日)

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期累計期間において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めて表示しており
ました「売上債権の増減額」（前第２四半期累計期間27,426千円）、「たな卸資産の増減額」（前第２四半期累
計期間△62,765千円）、「仕入債務の増減額」（前第２四半期累計期間6,753千円）は内容を明瞭に表示するた
め、当第２四半期累計期間より区分掲記しております。
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【簡便な会計処理】

当第２四半期累計期間

(自　平成21年６月１日　至　平成21年11月30日)

　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によって
おります。

　

　

【四半期財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第２四半期累計期間

(自　平成21年６月１日至　平成21年11月30日)

該当事項はありません。

　

【追加情報】

当第２四半期累計期間

(自　平成21年６月１日　至　平成21年11月30日)

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　

当第２四半期会計期間末

(平成21年11月30日)

前事業年度末

(平成21年５月31日)

　当座貸越契約

当社は、運転資金の効率的な調達を行うため、取
引銀行５行と当座貸越契約を締結しております。

当第２四半期会計期間末における当座貸越契約
に係る借入金未実行残高等は次のとおりでありま
す。

当座貸越極度額 550,000千円

借入実行残高 0千円

差引額 550,000千円

 

　当座貸越契約

当社は、運転資金の効率的な調達を行うため、取
引銀行５行と当座貸越契約を締結しております。

当事業年度末における当座貸越契約に係る借入
金未実行残高等は次のとおりであります。

当座貸越極度額 550,000千円

借入実行残高 0千円

差引額 550,000千円

 

 
　買取保証契約

当社は、商材の安定確保を行うため、リース会社
と買取保証契約を締結しております。その買取保証
額は293,949千円であります。

 

 
――――――――――――
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(四半期損益計算書関係)

第２四半期累計期間

前第２四半期累計期間

(自　平成20年６月１日

　至　平成20年11月30日)

当第２四半期累計期間

(自　平成21年６月１日

　至　平成21年11月30日)

該当事項はありません。 該当事項はありません。

　
　

　

第２四半期会計期間

前第２四半期会計期間

(自　平成20年９月１日

　至　平成20年11月30日)

当第２四半期会計期間

（自　平成21年９月１日

　至　平成21年11月30日）

該当事項はありません。 該当事項はありません。

　
　

EDINET提出書類

株式会社パシフィックネット(E03465)

四半期報告書

23/34



(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第２四半期累計期間

(自　平成20年６月１日

　至　平成20年11月30日)

当第２四半期累計期間

(自　平成21年６月１日

　至　平成21年11月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対
照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年11月30日現在）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対
照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年11月30日現在）

　

現金及び預金 673,844千円

現金及び現金同等物 673,844千円

　

　

現金及び預金 871,119千円

現金及び現金同等物 871,119千円
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(株主資本等関係)

当第２四半期会計期間末（平成21年11月30日）及び当第２四半期累計期間（自　平成21年６月１日　

至　平成21年11月30日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類

当第２四半期

会計期間末

(株)

　普通株式 25,875

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類

当第２四半期

会計期間末

(株)

　普通株式 1,331

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

(1)　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年8月28日
定時株主総会

普通株式 24,5441,000.00平成21年５月31日平成21年８月31日利益剰余金

　

(2)　基準日が当事業年度の開始の日から当四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発

生日が当四半期会計期間の末日後となるもの

 該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

株主資本の金額は、前事業年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(有価証券関係)

当第２四半期会計期間末（平成21年11月30日）

時価のあるその他有価証券で事業の運営において重要なものであり、かつ、前事業年度の末日に比べ

て著しい変動が認められるものはありません。

　

(デリバティブ取引関係)

当第２四半期会計期間末（平成21年11月30日）

当社は、デリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

当第２四半期会計期間（自　平成21年９月１日　至　平成21年11月30日）

該当事項はありません。
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(企業結合等関係)

当第２四半期会計期間（自　平成20年９月１日　至　平成20年11月30日）

該当事項はありません。

　

(持分法損益等)

第２四半期累計期間

前第２四半期累計期間

(自　平成20年６月１日

　至　平成20年11月30日)

当第２四半期累計期間

(自　平成21年６月１日

　至　平成21年11月30日)

関連会社が存在していないため、該当事項はありませ
ん。

 

関連会社が存在していないため、該当事項はありませ
ん。

第２四半期会計期間

前第２四半期会計期間

(自　平成20年９月１日

　至　平成20年11月30日)

当第２四半期会計期間

(自　平成21年９月１日

　至　平成21年11月30日)

関連会社が存在していないため、該当事項はありません。

 

関連会社が存在していないため、該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

当第２四半期会計期間末

(平成21年11月30日)

前事業年度末

(平成21年５月31日)

　

１株当たり純資産額 65,980円24銭

　

　

１株当たり純資産額 65,688円06銭

　
　 　

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

　
当第２四半期会計期間末

(平成21年11月30日)

前事業年度末

(平成21年５月31日)

四半期（前事業年度）貸借対照表上の純資産の部
の合計額（千円）

1,619,418 1,612,247

普通株式に係る純資産額（千円） 1,619,418 1,612,247

差額の主な内訳（千円） － －

普通株式の発行済株式数（株） 25,875 25,875

普通株式の自己株式数（株） 1,331 1,331

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式
の数（株）

24,544 24,544

　

２  １株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

金額

第２四半期累計期間

前第２四半期累計期間

(自　平成20年６月１日

　至　平成20年11月30日)

当第２四半期累計期間

(自　平成21年６月１日

　至　平成21年11月30日)

　

１株当たり四半期純損失金額（△） △618円34銭

　

　

１株当たり四半期純利益金額 1,293円05銭

　
　 　

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、また、前第2四半期累計

期間は１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額の算定上の基礎

　

前第２四半期累計期間

(自　平成20年６月１日

　至　平成20年11月30日)

当第２四半期累計期間

(自　平成21年６月１日

　至　平成21年11月30日)

四半期損益計算書上の四半期純利益又は四半期純
損失（△）（千円）

△15,693 31,736

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失
（△）（千円）

△15,693 31,736

普通株式の期中平均株式数（株） 25,379 24,544

　

第２四半期会計期間

前第２四半期会計期間

(自　平成20年９月１日

　至　平成20年11月30日)

当第２四半期会計期間

(自　平成21年９月１日

　至　平成21年11月30日)

　

１株当たり四半期純損失金額（△） △1,084円80銭

　

　

１株当たり四半期純利益金額 366円05銭

　
　 　

（注）１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、また、前第2四半期　会

計期間は１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額の算定上の基礎
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前第２四半期会計期間

(自　平成20年９月１日

　至　平成20年11月30日)

当第２四半期会計期間

(自　平成21年９月１日

　至　平成21年11月30日)

四半期損益計算書上の四半期純利益又は四半期純
損失（△）（千円）

△27,479 8,984

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失
（△）（千円）

△27,479 8,984

普通株式の期中平均株式数（株） 25,331 24,544
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年１月14日

株式会社　パシフィックネット

取締役会  御中

　

九段監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　浅　見　　仁　一　郎　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　並　　河　　慎　　一　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社パシフィックネットの平成20年６月１日から平成21年５月31日までの第21期事業年度の第２四半期会計

期間（平成20年９月１日から平成20年11月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成20年６月１日から平成

20年11月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあ

り、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社パシフィックネットの平成20年11月30日現在

の財政状態、同日をもって終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半

期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点にお

いて認められなかった。 

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成22年１月14日

株式会社　パシフィックネット

取締役会  御中

　

九段監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　浅　見　　仁　一　郎　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　並　　河　　慎　　一　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社パシフィックネットの平成21年６月１日から平成22年５月31日までの第22期事業年度の第２四半期会計

期間（平成21年９月１日から平成21年11月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成21年６月１日から平成

21年11月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあ

り、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社パシフィックネットの平成21年11月30日現在

の財政状態、同日をもって終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半

期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点にお

いて認められなかった。 

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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